
              

ブ
ロ
グ
二
百
十
六
万
ア
ク
セ
ス
突
破
記
念 

  
 

 

故
父
藪
野
豊
昭
所
蔵 

 

 

川
路
柳
虹
詩
集 

波 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
初
版
・
限
定
五
百
部
・
並
製
版
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藪
野
直
史 

全
電
子
化
注
（
注
©
） 

             



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
毎
日
、
亡
き
父
の
遺
品
整
理
に
追
わ
れ
て
い
る
。
父
は
、
あ
ま
り
本
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
半
分
は
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
関
連
の
芸
術
書
（
父
は
、
よ
く
、
旅
で
宿
帳
を
書
く
際
、
「
職

業
欄
」
に
『
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
』
と
書
く
の
を
常
と
し
て
い
た
）
、
後
は
、
戦
後
直
ぐ
に
の
め
り
込

ん
だ
反
戦
運
動
（
父
は
戦
中
は
愛
国
少
年
で
、
鎌
倉
最
年
少
の
陸
軍
航
空
通
信
特
攻
隊
と
し
て
、
竹
竿
の

先
に
模
擬
地
雷
を
つ
け
て
、
模
擬
戦
車
（
木
製
）
の
下
に
飛
び
込
む
練
習
に
明
け
暮
れ
た
。
敗
戦
後
、
百

八
十
度
、
思
想
転
換
を
し
、
日
本
共
産
党
に
入
党
、
「
う
た
ご
え
運
動
」
の
一
員
と
な
っ
て
い
た
）
関
連

の
書
籍
が
大
半
を
占
め
る
（
特
異
点
と
し
て
は
、
鮎
の
「
ド
ブ
釣
り
」
（
＝
毛
鉤
釣
り
）
の
事
務
局
長
を

や
っ
て
い
た
関
係
上
、
鮎
絡
み
の
本
が
多
い
）
。
画
家
と
し
て
認
め
て
く
れ
て
、
終
生
、
私
淑
し
た
瀧
口

修
造
の
単
行
本
の
半
分
、
み
す
ず
書
房
の
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

瀧
口
修
造
』
（
全
十
四
冊
）、
青
土
社
の
『
ア

ン
リ
・
ミ
シ
ョ
ー
全
集
』
（
全
四
冊
）
等
も
私
が
買
っ
て
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
蔵
書
の
三
分

の
一
ほ
ど
は
、
私
経
由
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
に
、
父
が
昭
和
三
十
年
代
に
買
っ
た
本
の
中
に
、
川
路
柳
虹

詩
集
「
波
」（
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
二
月
五
日
発
行
・
西
東
社
刊
・
並
製
・
五
百
部
限
定
版
）
が
あ

る
の
を
見
つ
け
た
。 

 

こ
の
詩
集
の
発
行
日
は
、
私
が
生
ま
れ
る
十
日
前
に
当
た
る
。
当
時
、
父
母
は
荏
柄
天
神
の
敷
地
に
あ
っ

た
貸
家
の
二
階
に
お
り
、
画
家
を
目
指
し
つ
つ
、
有
名
な
鎌
倉
駅
前
の
知
ら
れ
た
鎌
倉
彫
の
主
人
の
弟
子
と

な
っ
て
い
た
。
母
は
、
頼
朝
の
墓
の
横
に
あ
っ
た
「
頼
朝
茶
屋
」
で
女
中
を
し
て
い
た
。
大
学
一
年
の
時
、

訪
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
、
当
時
の
女
店
主
が
現
役
で
や
っ
て
お
ら
れ
、
私
が
名
乗
る
と
、
非
常
に
喜
ば

れ
て
、
お
茶
と
団
子
を
出
し
て
呉
れ
た
。
そ
の
時
、「
私
が
最
初
に
、『
あ
ん
た
、
妊
娠
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い

の
？
』
と
声
を
掛
け
た
の
よ
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
、
今
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。 

 

詩
人
で
美
術
評
論
家
で
も
あ
っ
た
川
路
柳
虹
（
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
～
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）

年
）
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ト
「
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
」
の
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
た
い
。

私
は
、
彼
の
詩
集
は
所
持
し
て
お
ら
ず
、
二
十
代
の
頃
、
数
冊
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
読
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。

ブ
ロ
グ
を
始
め
た
翌
年
の
二
〇
〇
七
年
十
一
月
三
日
に
、『
僕
の
非
在
の
玄
室
の
碑
銘
に
。』
と
い
う
前
置
き

を
添
え
て
、
詩
「
秋
」
を
電
子
化
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
詩
集
の
詩
篇
も
初
め
て
読
ん
だ
。 

 

こ
の
詩
集
「
波
」
刊
行
時
、
川
路
柳
虹
は
満
六
十
八
歳
で
、
こ
の
出
版
の
翌
年
、
こ
の
詩
集
『
波
』
及
び

過
去
の
業
績
に
よ
り
、
彼
は
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。 

 

さ
れ
ば
、
父
の
供
養
代
わ
り
と
し
て
、
こ
の
詩
集
を
電
子
化
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
以
外
に
、
私
の
誕

生
と
強
い
共
時
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
何
か
、
偶
然
で
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
で
も
あ
る
。
現
行
、

こ
の
詩
集
（
長
詩
二
篇
）
を
電
子
化
し
た
も
の
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 

な
お
、
本
書
は
目
次
に
当
た
る
『
内
容
』
の
最
後
に
『
装
幀
及
び
裝
置
』
と
し
て
、
版
画
家
・
銅
版
画
家

深
沢
幸
雄
（
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
～
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
）
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
。
父

の
古
い
書
簡
や
記
録
の
中
に
、
実
は
、
深
沢
幸
雄
氏
か
ら
の
手
紙
や
彼
の
名
が
あ
る
の
を
確
認
し
た
。
父
は

私
が
生
ま
れ
て
し
ば
ら
く
し
て
、
鎌
倉
彫
の
修
行
を
終
え
、
エ
ッ
チ
ン
グ
を
始
め
て
い
る
。
さ
れ
ば
、
こ
の

前
後
に
深
沢
氏
と
知
り
合
っ
て
、
こ
の
詩
集
も
、
或
い
は
、
川
路
氏
の
詩
よ
り
も
、
深
沢
氏
絡
み
で
、
購
入

し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
回
、
こ
の
詩
篇
「
波
」
を
電
子
化
し
て
玩
味
し
て
み

https://www.artm.pref.hyogo.jp/bungaku/jousetsu/authors/a137/
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2007/11/post_5e96.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2007/11/post_5e96.html


た
と
こ
ろ
、
そ
の
内
容
が
、
父
の
生
き
ざ
ま
や
、
常
日
頃
、
語
っ
て
い
た
彼
の
「
人
生
の
ポ
リ
シ
ー
」
と
異

様
に
似
て
い
る
こ
と
を
、
強
く
感
じ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
詩
篇
に
は
、
確
か
に―

―

父
が―

―

い
る

―
―

の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
問
題
は―

―

こ
の
表
紙
、
及
び
、「
内
容
」
の
次
の
次
の
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
「
波
」、
詩
「
波
」
の
次

の
詩
「
火
の
頌
歌
」
の
標
題
ペ
ー
ジ
の
下
に
配
さ
れ
た
挿
絵
の
三
点
を
ど
う
す
る
か
？―

―

で
あ
っ
た
。
無

論
、
深
沢
氏
の
著
作
権
は
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
原
本
を
販
売
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
る

も
の
を
調
べ
る
と
、
例
え
ば
、
古
書
店
「
書
肆
田
髙
」
の
こ
ち
ら
に
は
、
本
書
の
特
製
本
（
十
部
限
定
）
版

の
販
売
ペ
ー
ジ
（
既
に
売
切
）
に
は
、
表
紙
の
深
沢
幸
雄
氏
の
版
画
と
推
定
さ
れ
る
表
紙
絵
や
、
「
内
容
」

（
目
次
相
当
）
を
開
い
た
次
の
見
開
き
左
ペ
ー
ジ
に
あ
る
、
や
は
り
深
沢
氏
の
名
を
印
刷
明
記
し
た
版
画
の

画
像
が
あ
る
。
「
メ
ル
カ
リ
」
の
こ
こ
に
は
、
限
定
私
家
版
（
と
「
帯
」
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
私
が
所
持
す

る
も
の
と
同
じ
五
百
部
版
）
の
表
紙
の
写
真
が
あ
り
、
そ
の
六
枚
目
に
は
、
上
記
深
沢
氏
氏
名
は
印
刷
明
記

さ
れ
た
版
画
の
画
像
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
深
沢
氏
へ
の
著
作
権
を
払
っ
て
画
像
を
載
せ
て
い
る
と
は
、
ま

ず
、
思
わ
れ
な
い
。
使
用
許
諾
の
断
り
も
一
切
な
い
。
謂
わ
ば
、
著
作
権
の
存
続
し
て
い
る
人
物
の
挿
絵
等

が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
そ
の
書
籍
を
販
売
す
る
目
的
で
商
品
画
像
と
し
て
、
著
作
権
存
続
物
を
対
象
著
作
権

満
了
書
籍
の
画
像
の
一
部
込
み
で
示
す
こ
と
に
は
、
許
容
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
（
但
し
、
こ
れ
に
は
、

若
干
の
著
作
権
に
於
い
て
の
疑
問
が
感
じ
ら
れ
は
。
す
る
。
例
え
ば
、
萩
原
朔
太
郎
の
「
猫
町
」
（
リ
ン
ク

先
は
私
の
古
い
横
書
サ
イ
ト
版
）
に
は
、
素
敵
な
川
上
澄
生
（
著
作
権
存
続
）
の
挿
絵
が
あ
る
が
、
そ
れ
を

一
部
た
り
と
も
画
像
と
し
て
出
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
上
の
「
猫
町
」
は
、
古
書
販
売
の
原
本
表
紙
の
画
像
し
か

存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
）。
と
も
か
く
も
、
以
上
の
現
状
か
ら
、
深
沢
氏
の
版
画
を
配
し
た
表
紙
・
背
・

裏
表
紙
（
白
紙
）、「
内
容
」
の
後
に
配
さ
れ
て
い
る
深
沢
氏
明
記
の
挿
絵
、
詩
「
火
の
頌
歌
」
の
標
題
ペ
ー

ジ
の
下
に
配
さ
れ
た
挿
絵
（Y

.K

と
読
め
る
サ
イ
ン
が
右
下
方
に
あ
る
）
を
画
像
で
挿
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
は
、
以
下
の
「
内
容
」
の
最
後
に
『
装
幀
及
び
裝
置
』
と
あ
る
の
が
、
深
沢
氏
の
版
画
等
も
総
て
『
裝

置
』
と
し
て
川
路
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
、
私
が
深
沢
氏
の
作
品
を
挿
入
し
て
よ
い
と
い
う
判
断
の
強
い

味
方
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
則
ち
、
深
沢
氏
の
絵
は
、
詩
篇
を
総
合
芸
術
的
に
豊
か
に
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
絵
も
、
川
路
柳
虹
の
本
詩
集
「
波
」
の
芸
術
的
「
装
置
」
と
し
て
存
在
し
、
川
路
名
義

の
詩
集
と
し
て
ソ
リ
ッ
ド
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
一
部
で
あ
る
と
、
川
路
自
身
が
全
体
を
認
識
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
深
沢
氏
の
絵
を
「
不
可
分
な
自
己
の
詩
集
の
身
体
の
一
部
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
絵
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
自
体
、
川
路
は
敢
然
と
し
て
拒
否
す
る
も
の
、
と
私
は
思

う
の
で
あ
る
。
但
し
、
万
一
、
深
沢
氏
の
著
作
権
者
か
ら
指
摘
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
画
を
、
総
て
ブ
ラ
ッ

ク
で
、
マ
ス
キ
ン
グ
し
て
、
処
理
す
る
つ
も
り
で
は
、
あ
る
。 

 

★
但
し
、
本
サ
イ
ト

PDF
版
で
は
、
画
像
を
読
み
込
ま
せ
る
と
、
ル
ビ
の
た
め
の
行
間
を
広
げ
て
あ
る
関
係

上
、
上
手
く
挿
入
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
画
像
は
ブ
ロ
グ
版
リ
ン
ク
と
す
る
。 

 

本
詩
集
は
、
本
文
は
長
詩
で
あ
る
詩
篇
「
波
」
と
「
火
の
頌
歌
」
の
二
篇
の
み
で
、
最
後
に
「
あ
と
が
き
」

が
載
る
。
戦
後
の
出
版
で
あ
る
が
、
概
ね
漢
字
は
新
字
で
あ
る
が
、
時
に
正
字
が
混
交
し
て
い
る
（
例
え
ば
、

「
靑
」
と
「
青
」
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
川
路
の
原
稿
は
恐
ら
く
「
靑
」
の
つ
も
り
で
書
い
て
い
た
が
、

植
字
工
が
、
二
種
あ
る
そ
れ
を
、
区
別
せ
ず
に
用
い
て
い
て
、
組
ん
で
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
私
は
思

https://www.shoshitakou.com/items/56107095
https://jp.mercari.com/item/m80529691299


う
）。
そ
れ
ら
は
忠
実
に

U
n

ico
d

e

で
可
能
な
範
囲
で
電
子
化
し
た
。
歴
史
的
仮
名
遣
と
現
代
仮
名
遣
も
混

交
し
て
お
り
、
拗
音
・
促
音
も
な
っ
て
い
た
り
、
な
っ
て
な
か
っ
た
り
す
る
。
特
に
注
意
し
て
、
そ
の
ま
ま

で
載
せ
て
あ
る
。
基
本
、
五
月
蠅
く
な
る
の
で
、
特
に
マ
マ
注
記
は
附
さ
な
い
（
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
も
の

は
別
）。
ま
た
、
二
字
分
ダ
ッ
シ
ュ
「―

―

」
は
、
明
ら
か
に
ざ
っ
く
り
と
太
く
黒
い
「━

━

」
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
罫
線
文
字
で
、
そ
の
通
り
に
見
え
る
よ
う
に
処
理
し
た
。
注
は
、
長
詩
な
の
で
、
ス
ト
イ
ッ
ク

に
選
び
、
連
の
切
れ
た
と
こ
ろ
に
挿
入
し
た
。 

 

本
サ
イ
ト
版
は
、
ブ
ロ
グ
で
二
回
分
割
で
（
こ
こ
と
、
こ
こ
）
で
電
子
化
注
し
て
公
開
し
た
も
の
を
元

に
、
縦
書
一
括

PDF
版
（
ル
ビ
附
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
こ
れ
は
、
二
〇
〇
六
年
五
月
十
八
日
の
ニ
フ
テ
ィ
の
ブ
ロ
グ
・
ア
ク
セ
ス
解
析
開
始
以
来
（
こ

の
ブ
ロ
グ
「

Blog
鬼
火
～
日
々
の
迷
走
」
開
始
自
体
は
、
そ
の
前
年
の
二
〇
〇
五
年
七
月
六
日
）
、
本
ブ
ロ

グ
が
、
二
〇
二
四
年
五
月
十
六
日
夕
刻
、
二
百
十
六
万
ア
ク
セ
ス
を
突
破
し
た
記
念
と
し
て
も
公
開
す
る

も
の
で
あ
る
。【
二
〇
二
四
年
五
月
十
九
日
早
朝 

藪
野
直
史
】
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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
画
像
（
カ
ラ
ー
）
は
表
紙
。
「
川
路
柳
虹
詩
集
」
は
「
波
」
の
下
方
だ
が
、
視
覚
的

に
上
手
く
入
ら
な
い
の
で
、
後
ろ
に
配
し
た
。］ 

    
 

 

波 
 

 
 

 
 

 
 

川 

路 

柳 

虹 

詩 

集 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
画
像
（
カ
ラ
ー
）
は
背
。］ 
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2024/05/post-b659c6.html


    
 

 
 

集 

 
 

 
 

詩 

 
 

 
 

 
 

 

波 
川 

路 

柳 

虹 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
画
像
（
カ
ラ
ー
）
は
扉
。
同
前
で
、
以
下
の
よ
う
に
配
し
た
。］ 

    
 

 
 

 

内 
 

容 

  

波 

  

火
の
頌
歌 

  

あ
と
が
き 

  

裝
幀
及
び
裝
置 

 
 

深
沢 

幸
雄 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
画
像
（
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
）
は
左
ペ
ー
ジ
。
目
次
相
当
。
但
し
、
リ
ー
ダ
と
漢
字
ノ
ン

ブ
ル
は
略
し
た
。］ 

            

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/namitobira.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/naminaiyou.jpg


    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

画 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

深 

       
 

 
 

 
 

波 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
深
沢
幸
雄
の
挿
絵
画
像
（
カ
ラ
ー
）
は
「
内
容
」
の
次
の
次
の
左
ペ
ー
ジ
。
ケ
ン
ト

紙
に
印
刷
挿
入
綴
じ
込
み
さ
れ
て
あ
る
。
画
家
の
姓
名
と
「
画
」
は
印
刷
。 

 

以
下
、
詩
篇
「
波
」
本
文
に
入
る
。］ 

                 

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/namihukasawahanga.jpg


    
 

 
 

 
 

波 
  

 
 

 

一 

 

ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
天
の
星
座
、 

わ
た
し
は
お
ま
へ
の
何
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
。 

漆
黑

し
つ
こ
く

の
塗
板

ぬ
り
い
た

に
ち
り
ば
め
た
数
か
ず
の
宝
石
、 

瞬
き
な
が
ら
速
く
こ
こ
の
海
に 

光
り
を
曳
く
星
た
ち
よ
。 

音
も
立
て
な
い
波
は
従
順
に 

星
た
ち
の
姿
を
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら 

す
こ
し
づ
つ 

彼
方

か

な

た

へ
、
彼
方

か

な

た

へ
と
動
い
て
行
く
。 

夜よ
る

の
海
は
靜
か
に
睡
る 

愛い
と

し
い
嬰
児

あ

か

ご

の
や
う
だ
。 

こ
の
世
界
に
棲
む
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
寝
息
が 

い
ま
二
す
ぢ
の
香
煙
と
な
っ
て 

遠
い
あ
の
天て

ん

へ
と
昇
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
パ
ー
ト
標
題
「
一
」
で
あ
る
が
、
実
は
次
の
パ
ー
ト
は
「
Ⅱ
」
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
「
一
」
は
「
Ⅰ
」
の
横
組
み
で
は
な
く
、
漢
数
字
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
「
一
」
で
あ
る
。
無
論
、

川
路
は
原
稿
に
は
「
Ⅰ
」
と
書
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
植
字
工
の
誤
植
で
、
校
正
係
も
気
が
つ
か

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
か
。
川
路
は
最
終
校
正
を
行
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
余
り
に
あ
り

得
な
い
だ
け
に
、
う
っ
か
り
見
落
と
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
も
、
結
果
し
て
、
イ
タ
い
誤
り

で
は
あ
る
。］ 

 

し
づ
か
に
、
だ
が
、
は
っ
き
り
と 

何
か
囁
い
て
ゐ
る
波
よ
、 

声
を
ひ
そ
め
て 

お
ま
へ
の
語
る
言
葉
を 

私
は
聞
か
う
、 

波
よ
、
語
つ
て
お
く
れ
、 

吾
ら
の
「
在
る
」
意
味
を━

━
 

生
き
て
ゐ
る
、
動
い
て
ゐ
る 

ひ
と
時
も
休
ま
ず
、
そ
し
て 

何
ご
と
も
な
い
や
う
な 



「
時
」
の
、「
実
在
」
の
こ
こ
ろ
を
。 

 

天
の
ど
こ
か
が
裂
け
て 

征
矢
の
や
う
に
流
星
が
堕
ち
る
。 

━
━

（
見
知
ら
ぬ
遠
い
世
界
の
破
片
が
） 

だ
が
、
こ
の
広
い
海
で
は 
た
だ
、 

一
す
ぢ
の
光
り
に
す
ぎ
な
い
。 

蒼
ざ
め
て
消
え
去
る
星
よ
、 

お
ま
へ
の
隕
石
が
ど
こ
か
で 

大
き
な
穴
を
地
球
に
穿
た
う
と
、 

こ
の
世
界
は
た
だ
安
ら
か
に
鼾

い
び
き

を
立
て
て
ゐ
る
。 

夜
、
ひ
そ
か
な
祭
壇
、 

星
座
は
宛

さ
な
が

ら
高
い
薔
薇
窻

ロ

ー

ズ

の
色
硝
子
、 

そ
の
光
の
下
で 

誰
も
ゐ
な
い
こ
の
海
の
大
伽
藍
の 

ひ
つ
そ
り
と
し
に
内
陣
に 

た
だ
「
声
」
だ
け
が
訪
れ
る
。 

波
よ
、
お
ま
へ
の
囁
い
て
ゐ
る
そ
の
響
が
、 

お
な
じ
や
う
な
そ
の
旋
律
が
、
誦
経

ず
き
よ
う

の
や
う
に
、 

え
知
ら
ぬ
一
つ
づ
き
の
声
に
聴
か
れ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
薔
薇
窻

ロ

ー

ズ

」
こ
れ
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
教
会
建
築
な
ど
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
バ
ラ
の
花
の
よ

う
な
形
で
作
ら
れ
た
円
窓
。
教
会
の
精
緻
な
大
き
い
ス
テ
ン
ド
。
グ
ラ
ス
（S

tain
ed

 g
lass

）
は
、
英
語
で

別
に
“R

o
se w

in
d
o
w

”
と
も
呼
ば
れ
る
。
英
文
ウ
ィ
キ
の
「R

o
se w

in
d
o
w

」
を
見
ら
れ
た
い
。］ 

 

わ
た
し
は
懺
悔
を
し
よ
う
と
思
は
ぬ
、 

わ
た
し
に
は
罪
と
か
、

贖
あ
が
な
ひ

と
か
は
解わ

か

ら
な
い
。 

こ
の
広
大
な
海
の
上
で
は 

さ
う
い
ふ
小
さ
な
名
詞
な
ど
は 

ど
こ
か
に
消
え
て
し
ま
ふ
だ
ら
う
。 

人
間
世
界
に
犯
し
た
一
人
の 

罪
も
、
或
ひ
は
お
の
れ
孤
り
の
心
の 

反
逆
や
、
過
失
や
、
無
智
も
、 

ど
こ
か
に
消
え
て
終
ふ
。 

吾
ら
の
観
念
と
い
ふ
不
熟
な
果
実

く
だ
も
の

は 

こ
の
波
に
浮
く
小
さ
な
泡
沫

あ

わ

に
す
ぎ
な
い
。 

波
は
秘ひ

そ

か
な
ひ
び
き
を 

https://en.wikipedia.org/wiki/Rose_window


す
こ
し
づ
つ
高
め
る
、 

波
は
星
を
戴
い
た
ま
ん
ま
で 

遠
い
陸
地
を
目
ざ
し
て
う
ご
く
。 

永
い
「
夜
」
は
た
だ
黙
つ
て
ゐ
る
、 

苦
し
い
ば
か
り
の
吐
息
を 

そ
の
胸
に
匿
し
な
が
ら
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
孤
り
」「
ひ
と
り
」。 

「
終
ふ
」「
し
ま
ふ
」。］ 

 

わ
た
し
は
眼
を
閉
ぢ
る
、 

声
に
と
つ
て
、
見
え
る
こ
と
は
迷
は
し
だ
。 

波
よ
、
夜よ

る

の
な
か
で
光
る
波
よ
、 

さ
な
が
ら
生
き
て
ゐ
る
獣

け
も
の

の
や
う
に
、 

お
ま
へ
の
姿
は
う
ね
り
な
が
ら 

す
こ
し
づ
つ
背
丈

せ

た

け

を
伸
ば
し 

一い
ち

や
う
な
足
ど
り
で
飜
る
。 

死
か
ら
不
死
へ
、 

不
死
か
ら
死
へ
、 

転
生
し
つ
づ
け
る
存
在
よ
、 

わ
た
し
の
閉
ぢ
た
眼

ま
な
こ

は 

た
だ
幻
影
と
し
て
お
ま
へ
を
記
憶
す
る
。 

も
し
か
不
意
に
わ
た
し
が 

こ
の
ま
ま
こ
こ
の
海
に
落
ち
込
ん
だ
と
し
て
も
、 

お
ま
へ
の
姿
は
や
つ
ぱ
り 

消
え
な
い
一
つ
の
波
だ
、
実
在
だ
。
そ
し
て 

お
ま
へ
の
歌
ふ
声
だ
け
が 

永
続
を
さ
な
が
ら
に
。 

し
か
し
、
わ
た
し
は
不
幸
に
も 

た
だ
「
知
ら
う
」
と
し
て
ゐ
る
の
だ
、 

お
ま
へ
の
う
ね
り
が
杜
絕
え
ず
つ
づ
く
、
そ
の 

永
達
と
変
化
の
意
味
を 

在
る
こ
と
の
心
を
、
そ
の
確
か
さ
を
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
杜
絕
え
ず
」「
と
だ
え
ず
」。］ 

  
 

 
 

Ⅱ 

 

か
ず
か
ず
の
追
憶
が
影
絵
の
や
う
に 



閉
ぢ
た
わ
た
し
の
瞳
に
う
つ
る━

━
 

晴
や
か
な
海
、 

瑠
璃
紺
の
浜
辺
、 

軽
装
の
少
年
水
夫
が 

猿
ま
し
ら

の
や
う
に
帆
桁
に
の
ぼ
つ
て
、 

帆
綱
を
結
び
、
ま
た
切
る
。 

傾
い
た
帆
は
風
を
胎は

ら

ん
で 

船
は
水
沫

し

ぶ

き

を
あ
げ
、
海
へ
踊
り
込
む
。 

帆
を
掲あ

げ
た
船
よ
、
勇
ま
し
い
青
春
よ
、 

お
ま
へ
は
何
の
不
信
も
も
た
ず
に 

晴
れ
や
か
な
風
に
微
笑

ほ

ほ

え

ん
で 

た
だ
動
く
海
を
突
つ
切
る
。 

 

空
が
い
つ
か
曇
つ
て
、 

海
は
鈍に

ば

み
、
波
は
吼
え
る
。 

ぴ
し
ぴ
し
と
鞭
打
つ
風
の
し
は
ぶ
き
、 

三
角
の
紙
片

か
み
き
れ

を
千
切

ち

ぎ

つ
た 

白
い
た
く
さ
ん
の
帽
子
が
光
る
。 

暗
い
雲
の
渦
卷━

━
 

垂
れ
さ
が
る
大
き
な
魔
の
翼
、
盛
り
上
る
龍
巻

た
つ
ま
き

、 

波
は
激
し
く
身
慄
ひ
し
な
が
ら 

憑つ

か
れ
た
も
の
の
や
う
に
た
だ
突
き
進
む
。 

そ
の
激
し
い

懐
ふ
と
こ
ろ

の
な
か
で 

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
ゐ
る
可
憐
な
船
よ
。 

五
月
か
ら
真
冬

ま

ふ

ゆ

の
ど
ん
底
に
落
ち
た
や
う
な 

悲
し
さ
と
驚
き
に
漂
泊
し
て
ゐ
た 

わ
た
し
の
遠
い
青
春
！ 

 

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
つ
た
船
が
港
へ
入は

い

る
、 

港
は
安
ら
か
な
老
後
の
や
う
に 

鈍
い
秋
の
陽
を
浴
び
て
平
和
だ
。 

波
よ
、
お
ま
へ
は
嵐
な
ど
ま
る
で
忘
れ
て 

無
口

む

く

ち

な
女
の
や
う
に
し
づ
か
に 

意
味
の
な
い
調
べ
で
岸
を
吻な

め
る
。 

昨
日

き

の

う

あ
つ
た
こ
と
を
、 

あ
の
す
さ
ま
じ
い
現
象
を 



け
ろ
り
と
忘
れ
て
ゐ
る
不
遜
な
自
然
よ
、 

お
ま
へ
の
残
虐
に
傷
い
た
魂
と
肉
体
は 

玩
ば
れ
た
怨
み
を
復
讐
す
る
術す

べ

も
な
く 

た
だ
疲
労
に
う
つ
け
て
ゐ
る
。 

ち
ぎ
れ
た
帆
綱
に
光
る
秋
の
陽ひ

、 

一
切
の
破
滅
の
あ
と
に
残
る
こ
の
無
為
。 

 

だ
が
、
忘
れ
て
ゐ
た
意
識
が
蘇
る
。 

生
き
て
ゐ
た
と
い
ふ
意
識
が
、 

少
し
で
も
あ
る
生
命

い

の

ち

の
温
み
が 

わ
た
し
の
眼
を
正
し
い
位
置
に
還
す
。 

破
れ
た
船
を
繕
ひ
、 

新
し
い
出
発
へ
と
、 

新
し
い
航
海
へ
と
、 

希
望
が
薄
闇
の
な
か
で
花
を
ひ
ら
く
。 

 
 

 
 

＊ 

い
の
ち
と
は
何
だ
！ 

生
き
て
ゐ
る
も
の
の
不
可
思
議
よ
！ 

そ
れ
は
与
へ
ら
れ
た
も
の
で 

ま
た
絕
え
ず
作
り
い
だ
す
も
の
だ
！ 

目
的
も
定
め
ず
、
終
焉

を

は

り

も
な
く
、 

自
然
が
休
ま
な
い
時
間
に
在
る
や
う
に
、 

死
と
欲
望
の
せ
め
ぎ
を
乘
り
越
え
て 

絕
え
ず
前
へ
前
へ
と
す
す
む 

波
よ
、
お
ま
へ
こ
そ
生
命

い

の

ち

だ
、 

い
の
ち
宛
ら
だ
！ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
宛
ら
」「
さ
な
が
ら
」。
前
に
出
た
。］ 

 

激
し
い
突
進
で
岩
に
砕
け
、 

散
つ
た
水
沫

み

な

わ

は
ま
た
も
と
の
海
へ
還
る
、 

不
変
の
精
子
、
永
遠
の
精
液
、 

そ
し
て
絕
え
ざ
る
情
慾
に
燃
え
な
が
ら
、 

淸
潔
な
童
貞
に
生
き
る
、 

お
ま
へ
は
処
女
の
羞

は
じ
ら

ひ
と
と
靑
年
の
夢
と
の 

組
み
交
は
す
不
所
の
組
識
、
朽
ち
ざ
る
細
胞
、 

翼
の
な
い
不
死
鳥
、
力
の
内
在
す
る
磁
極
。 



波
よ
、
お
ま
へ
の
動
き
の
た
だ
中
に
あ
つ
て
、 

お
ま
へ
の
解
ら
な
さ
を
解
か
う
と 

風
は
絕
え
ず
鞭
ち
羽
搏
く
。 

お
お
、
限
り
な
い
侮
蔑
よ
、
限
り
な
い
残
虐
！ 

し
か
し
、
そ
の
侮
蔑
は
飛
沫
と
な
つ
て
空そ

ら

に
還
る
。 

お
ま
へ
は
た
だ
怒
り
、
吼
え
、
応こ

た

へ
、
叫
喚
し
、 

い
つ
か
ま
た
巧
み
に
不
明
へ
と
逃
れ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
羞

は
じ
ら

ひ
と
と
」
は
マ
マ
。
後
の
「
と
」
は
衍
字
。 

「
組
識
」
マ
マ
。
以
下
の
「
細
胞
」
か
ら
、
明
ら
か
に
「
組
織
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、
イ
タ
い
誤
植

で
あ
る
。］ 

 

あ
あ
、
知
の
聡
明
も
摧
け
る
、
だ
が 

撓た

は
ん
で
は
な
ら
な
い
努
力
よ
。 

わ
た
し
た
ち
の
知
る
こ
の
世
界
は 

た
だ
現
象
と
経
験
と
の
場ば

に
す
ぎ
な
い
。 

そ
し
て
不
断
の
時
間
に
か
か
は
る 

律
動
と
秩
序
の
世
界
だ
。 

宇
宙
を
つ
く
る
も
の
の
内
部
を 

そ
の
意
味
を
、
価
へ
を
、 

吾
ら
に
知
ら
す
も
の
は
何
も
な
い
の
か
！ 

在
る
も
の
の
凡
て
に
從
順
に
、 

眼
か
く
し
さ
れ
た
世
界
に
生
き
て
ゐ
る
吾
ら
！ 

波
よ
、
私
た
ち
は
お
ま
へ
と
同
じ
息
の
な
か
で
、 

高
い 

し
と
ど
か
な
い
天
を
の
ぞ
み
な
が
ら 

生
き
、
ま
た
死
ぬ
の
か
！ 

 

自
然
も
営
み
、
産
み
、
働
く
。 

な
に
も
の
へ
の
奉
仕
で
も
な
い
自

み
づ
か

ら
の
為
め
に
！ 

波
よ
、
あ
ま
り
に
解
り
切
つ
て
ゐ
て 

す
こ
し
も
解
ら
な
い
こ
の
生
き
て
ゐ
る
こ
と
の
謎
よ
！ 

ど
ん
な
手
探
り
で
摑
ま
う
と
解
け
な
い
意
味
！ 

「
夜
」
は
深
ま
り
、
苦
悩
は
重か

さ

な
る
。 

お
お
、
星
よ
、
仁
愕
光
る
彼
方
の
実
往
！ 

ひ
と
り
吾
ら
の
知
り
う
る
境
を
乗
り
超
え
て
、 

対
数
表
の
煩
さ
い
数
字
を
乗
り
こ
え
て
、 

あ
の
不
可
知
が
な
ん
と
き
れ
い
に
光
る
！ 



  
 

 
 

 
 

 
 

 

Ⅲ 

 

摑
ま
う
！ 

み
づ
か
ら
の
腕
を
。 

捉
へ
よ
う
！ 

み
づ
か
ら
の
脈
膊
を
。 

い
の
ち
は
「
知
る
」
も
の
で
は
な
か
つ
た
！ 

生
命

い

の

ち

は
た
だ
捉
へ
れ
ば
よ
い
の
だ
！ 

お
ま
へ
の
内
に
あ
る
す
べ
て
が 

彼
処

か

し

こ

に
あ
る
も
の
と
同
じ
だ
と
、 

捉
へ
た
と
こ
ろ
に
万
物
が
生
き
る
の
だ
！ 

 

波
よ
、
だ
が
あ
の
向
う
の
島
か
ら 

も
う
夜
明
け
が
訪
れ
は
し
な
い
か
。 

お
ま
へ
の
一
向

ひ
た
む
き

な
步
み
が 

あ
の
岸
ヘ
、
碧
の
浜
辺
へ
と
近
づ
く
と
き
！ 

 

な
に
も
の
か
、
大
き
な
鳥
が
す
ぎ
る
、 

爽
眛
の
空
を
斜
め
に 

羽
搏
く
翼
に
朝
の
嵐
を
呼
ん
で
、 

高
く
、
高
く
、
翼
は
廻
旋
す
る━

━
 

さ
な
が
ら
一
切
を
征
服
す
る
身
構
え
に
。 

あ
あ
荒
鷲
よ
、
陸
地
を
離
れ
て
、 

お
ま
へ
は
大
望
を
果
す
と
い
ふ
風ふ

う

に
、 

波
を
目
が
け
て
突
進
し
、
下
向
し
、 

ま
た
高
く
、
雲
の
な
か
へ
と
姿
消
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
爽
眛
」（
さ
う
ま
い
（
そ
う
ま
い
））
は
「
夜
明
け
・

暁
あ
か
つ
き

」
。「
爽
」
は
「
明
る
い
」

（
そ
の
場
合
は
「
曙
」）、「
昧
」
は
「
暗
い
」（
そ
の
場
合
は
「
暁
」）
の
意
。
］ 

 

自
由
が
勝
利
を
歌
ふ
そ
の
翼
よ
！ 

お
ま
へ
の
意
慾
は
周
囲
を
顧
み
ず
、 

意
志
の
悲
劇
を
す
こ
し
も
知
ら
な
い
。 

た
だ
ひ
た
向
き
に
行
動
す
る
征
服
の
力
よ
！ 

し
か
し
、
波
は
永
遠
に
低
い
こ
の
海
に
あ
つ
て
、 

絕
え
ず
步
む
一
つ
の
生
き
も
の
。 

荒
鷲
の
死
屍

し
か
ば
ね

が
山
の
岩
角
に
曝
さ
れ
て
も 

波
は
死
な
な
い
、
波
は
ま
だ
動
い
て
い
る
。 



波
は
動
い
た
ま
ま
朝
を
呼
ぶ━

━
 

勝
利
を
知
ら
な
い
捷
利
に
醉
つ
て
、 

お
の
づ
か
ら
に
来
る
光
明
を
、 

お
の
づ
か
ら
に
生
む
朝

あ
し
た

を
、 

そ
の
不
断
の
滑
ら
か
な
背

そ
び
ら

に
う
け
て…

…
 

 

も
う
星
々

ほ
し
ぼ
し

の
光
り
が
う
す
れ
て
、 

力
な
い
光
芒
が
空
か
ら
消
え
る
、 

あ
あ
日
々

ひ

び

の
繰
返

く
り
か
へ

し━
━

 

だ
が
、
夜
明

よ

あ

け

は
い
つ
見
で
も
何
と
い
ふ
希
望
、 

そ
し
て
、
な
ん
と
い
ふ
新
し
さ
だ
。 

私
た
ち
の
眼
の
曇
り
が
晴
れ
て 

潔
い
さ
ぎ
よ

い
砂
浜
が
光
り
だ
す
。 

漂
ふ
霧
の
薄
い
面
紗

ブ

ヱ

ル

を
透
し
て 

お
ま
へ
は
薔
薇
い
ろ
に
燃
え
て
く
る
！ 

お
お
、
波
よ
、
不
死
の
継
続
よ
、 

輝
や
か
な
ア
ド
ニ
ス
の
瞳
に 

う
つ
る
下
界
の
青
空
。 

或
は
よ
み
が
へ
る
病
後
の
爽
や
か
さ
、 

ま
た
少
年
の
淨
ら
か
な
情
慾
よ
、
勃
起
よ
、 

ふ
た
た
び
味
は
ふ
青
春
の
快
味
よ
。 

見
よ
、
太
陽
の
矢
が
無
数
に 

お
ま
へ
の
飜
る
裸
身
の
背
中
を
突
き
刺
す
。 

鱶
と
鰐
鮫
が 

ふ
か
い
海
底
か
ら 

小
気
味
よ
く
躍
り
出
す
。 

美
に
慄
ふ
眼

ま
な
こ

が
、
危
さ
を
愛
す
る
や
う
に
、 

輝
き
の
な
か
に
凡
て
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
力
よ
。 

陰
影
や
、
罪
悪
、
卑
少
や
、
消
え
失
せ
る
無
力
よ
！ 

み
づ
か
ら
の
欲
求
の
激
し
さ
に
身
慄
ひ
す
る 

吾
れ
と
吾
が
身
に
驚
く
美
へ
の
志
向
に
、 

そ
の
瑞み

づ

み
づ
し
さ
に
、
若
さ
に
、 

吾
ら
雄
々
し
く
、
い
つ
も
、
裸
形

ら
ぎ
や
う

で
あ
れ
！ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
面
紗

ブ

ヱ

ル

」
「
め
ん
さ
・
め
ん
し
や
（
め
ん
し
ゃ
）
」
と
読
み
、
女
性
が
顔
を
お
お
う
薄

絹
の
こ
と
。「
ベ
ー
ル
」。
「v

eil

」
は
音
写
す
る
と
、「
ヴ
ェ
ー
ル
」。 

「
ア
ド
ニ
ス
」
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：A

d
o
n
is

）
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
、
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
に
愛
さ
れ
た

美
青
年
。
狩
り
で
イ
ノ
シ
シ
に
突
き
殺
さ
れ
た
時
、
そ
の
血
か
ら
ア
ネ
モ
ネ
が
、
女
神
の
涙
か
ら
バ
ラ
が



生
じ
た
と
さ
れ
る
。］ 

 

朝
だ
、
新
し
い
出
発
だ
、 

わ
た
し
た
ち
は
凡
て
を
新
鮮
に
見
る
の
だ
。 

わ
た
し
の
胸
に
あ
る
不
可
知
は
子
供
の
や
う
に
、 

い
ま
、
こ
の
光
り
の
な
か
に
眼
を
あ
け
る
。 

お
な
じ
世
界
だ
、
し
か
し
異ち

が

つ
た
朝
だ
。 

永
達
を
造
型
し
て
ゆ
く
、
酸
素
の
や
う
な 

い
つ
も
新
鮮
な
「
時
間
」
よ
。 

波
よ
、
お
ま
へ
の
言
葉
は 

あ
の
暗
闇
の
な
か
か
ら
拔
け
出
て 

ふ
た
た
び
行
動
の
世
界
に
歌
ひ
出
す
！ 

わ
た
し
た
ち
は
た
だ
観
る
こ
と
で
生
き
よ
う
！ 

「
観
る
こ
と
」
は
や
が
て
「
創
り
出
す
」
こ
と
だ
！ 

お
ま
へ
と
い
つ
し
よ
に
思
考
を
い
つ
も 

新
し
く
原
始
か
ら
始
め
よ
う
！ 

そ
れ
は
激
し
い
「
継
続
」
な
の
だ
、
常
に
、 

生
き
ま
た
死
に
つ
つ
始
る
の
だ
！ 

波
よ
、
お
ま
へ
の
し
と
や
か
な
步
調
に
、 

高
ま
り
ど
よ
も
す
り
ズ
ム
に
、 

わ
た
し
も
裸
身
と
な
っ
て 

こ
の
爽
や
か
な
朝
の
嵐
に
立
た
う
！ 

波
よ 

不
断
の
浪
よ 

永
続
の
波
よ
、 

破
壞
の
波
よ 

力
の
波
よ
。 

石
の
や
う
な
建
設
を
企
て
ず
、 

流
動
の
う
ち
に
創
り
い
だ
す
波
よ
、 

轟
き
わ
た
る
勝
利
を 

霊
た
ま
し
ひ

の
電
波
を 

潮
う
し
ほ

と
な
っ
て
お
な
じ
響
に
、
ま
た
言
葉
に
、 

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
果
ま
で
呼
び
か
け
る
波
よ
、 

永
劫
回
帰
の
波
よ 

波
よ 

波
よ 

波
よ 

波
よ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
九
四
七
年
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
り
ズ
ム
」
は
マ
マ
。
誤
植
。］ 

    



    
 

 
 

 

火 
の 

頌 

歌 
 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
火
の
頌
歌
」
の
標
題
独
立
ペ
ー
ジ
（
左
ペ
ー
ジ
。
ケ
ン
ト
紙
印
刷
挿
入
綴
じ
込
み
）

の
画
像
（
経
年
劣
化
で
ヤ
ケ
て
い
る
た
め
、
ト
リ
ミ
ン
グ
後
、
清
拭
補
正
を
加
え
た
）
。
深
沢
幸
雄
画
に

は
、
右
下
方
に
『

Y.K
』
の
手
書
き
サ
イ
ン
が
あ
る
。 

 

「
頌
歌
」
は
一
般
に
は
「
じ
ゆ
か
（
じ
ゅ
か
）」
で
、
所
謂
、「
オ
ー
ド
」（o

d
e

）。
崇
高
な
主
題
を
、
多

く
人
や
事
物
な
ど
に
呼
び
か
け
る
形
式
で
歌
う
、
自
由
形
式
の
叙
情
詩
。
「
し
よ
う
か
（
し
ょ
う
か
）
」
と

も
読
み
、「
頌
賦
」
（
し
ょ
う
ふ
）
と
も
言
う
（
個
人
的
に
は
「
頌
」
の
別
音
で
「
コ
ウ
」
で
読
み
た
く
な

る
の
だ
が
）
。
但
し
、
川
路
は
本
文
で
「
頌
歌
」
に
「
ほ
め
う
た
」
と
ル
ビ
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
も

「
ひ
の
ほ
め
う
た
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
像
は
、
一
見
、
複
数
の
臂
を
持
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
こ
と
か
ら
、
私
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
女
神
ド
ゥ
ル
ガ
ー
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：D

u
rg

ā

）
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
の
だ
が
、
第
一
連
に
「
破
壊
と
創
造
の
神
湿
婆
（
シ
バ
）
」
と
出
る
の
で
、
イ
ン
ド
の

神
シ
ヴ
ァ
（Ś

iv
a

）
と
知
れ
た
。「
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
」
等
の
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
で
は
「
ル
ド
ラ
」
の
名
で
知

ら
れ
る
。
ル
ド
ラ
は
暴
風
神
の
一
面
の
ほ
か
、
理
由
な
く
家
畜
な
ど
に
害
を
な
す
恐
ろ
し
い
神
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
「
パ
シ
ュ
パ
テ
ィ
」（
家
畜
の
主
）
・
「
シ
ヴ
ァ
」（
優
和
な
も
の
）
・
「
マ
ハ
ー
デ
ー
ヴ
ァ
」
（
偉
大

な
神
）
な
ど
の
名
で
宥
め
ら
れ
た
。
ブ
ラ
フ
マ
ー
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
と
並
び
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
三
大
神
の

一
神
で
、
「
世
界
を
破
壊
す
る
神
」
と
し
て
、
恐
ろ
し
い
一
面
を
残
す
。
イ
ン
ド
各
地
で
崇
拝
さ
れ
て
い

た
さ
ま
ざ
ま
な
女
神
が
、
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
・
ウ
マ
ー
・
ド
ゥ
ル
ガ
ー
・
カ
ー
リ
ー
な
ど
の
名
で
、
シ

ヴ
ァ
の
配
偶
神
と
な
っ
た
。
身
体
に
灰
を
塗
り
、
蛇
を
首
に
巻
き
、
髪
の
毛
を
乱
し
た
苦
行
者
の
姿
で
現

れ
る
が
、
イ
ン
ド
各
地
の
数
多
く
の
寺
院
で
は
、
女
陰
の
上
に
立
つ
男
根
の
形
の
像
（
リ
ン
ガ
）
の
姿
で

礼
拝
さ
れ
て
い
る
。
以
上
は
、
主
文
を
山
川
出
版
社
「
山
川 

世
界
史
小
辞
典
」
に
拠
っ
た
が
、
そ
こ
に
あ

る
イ
ラ
ス
ト
が
、
よ
く
一
致
す
る
。
ま
た
、
当
該
ウ
ィ
キ
の
『
ナ
タ
ラ
ー
ジ
ャ
（
英
語
版
）
と
し
て
踊
っ

て
い
る
シ
ヴ
ァ
。
チ
ョ
ー
ラ
朝
時
代
の
物
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
美
術
館
。
』
と
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
が
あ
る
カ
ラ
ー
画
像
も
よ
く
符
合
す
る
。 

 

因
み
に
、
本
詩
篇
は━

━

こ
の
詩
集
の
発
行
さ
れ
た
十
日
後
に
生
ま
れ
た
私
に
は━

━

恰
も━

━

私
に
対

し
て
語
れ
た
詩
篇
の
よ
う
な━

━

気
が
し
た…

…
…
…

］ 

       

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/hinohomeuta.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/hinohomeuta.jpg
https://kotobank.jp/word/%E3%82%B7%E3%83%B4%E3%82%A1-3130873
https://kotobank.jp/word/%E3%82%B7%E3%83%B4%E3%82%A1-3130873
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B4%E3%82%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B4%E3%82%A1#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Shiva_as_the_Lord_of_Dance_LACMA_edit.jpg


   
 

 
 

火 
の 

頌 

歌 
  

 
 

 
 

一 

 

わ
た
し
は
想
ふ
、
あ
の
巨
き
な
祭
壇
を
、 

廻め
ぐ

る
焰
の
渦
に
と
り
捲
か
れ
た 

破
壊
と
創
造
の
神
湿
婆

シ

バ

を
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
行
目
に
は
「
を
、
」
の
後
に
「
］
」
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
植

字
の
際
の
枠
が
出
っ
張
っ
た
も
の
と
断
じ
て
、
無
視
し
た
。］ 

 

生
命
の
火
を
、 

力
の
火
を
、 

無
数
の
手
の
仕
業

し

わ

ざ

を
。 

 

そ
の

源
み
な
も
と

を
、 

そ
の
た
ゆ
ま
ぬ
動
き
を
、 

そ
の
跳
躍
を
、 

そ
の
怒

い
か
り

を
、 

そ
の
歓
喜

よ
ろ
こ
び

を
。 

 

お
ま
へ
は
火
の
肉
身
、 

お
ま
へ
は
火
の
所
業
、 

お
ま
へ
は
火
の
頌
歌

ほ
め
う
た

。 

 

お
お
、
内
在
の
焰
よ
、 

わ
た
し
の
生
れ
ぬ
以
前
か
ら 

わ
た
し
の
墓
場
で
朽
ち
果
て
る
未
来

ゆ
く
す
え

ま
で
、 

泉
の
や
う
に
湧
き
い
で
る 

不
可
思
臓
の
持
続
よ
。 

暴
虐
の
㮙
伽

リ

ン

ガ

よ
。 

逞
し
い
不
屈
の 

死
を
征
服
す
る
力
よ
。 

混
沌
の
中
に
交
っ
て 

生
命
の
種
子
を
求
め
る 



淸
純
な
血
液
の
種
族
よ
。 

想
像
の
力
で
羽
搏
き
な
が
ら
、 

い
つ
も
眼
に
見
え
る
世
界
を
創つ

く

っ
て
ゆ
く
、 

あ
の
雲
の
や
う
な
自
由
と
、 

あ
の
汗
の
や
う
な
必
然
と
で
、 

生
み
い
だ
し
、
生
み
い
だ
し
、 

ま
た
砕こ

わ

し
、
う
ち
砕
し
、 

停
る
こ
と
を
知
ら
な
い
神
湿
婆

シ

バ

よ
。 

お
ま
へ
の
智
慧
は
ど
こ
か
ら
来く

る
！ 

こ
の
世
界
の
巧
み
な
構
造
を
、 

寸
分
も
違た

が

は
ぬ
秩
序
と
変
化
を 

お
ま
へ
自
身
の
肉
体
に
包
蔵
し
て 

お
ま
へ
は
人
間
に
君
臨
す
る
。 

原
子
の
秘
密
を
解さ

と

っ
た
人
間
が 

そ
の
猾さ

か

し
ら
な
手
で
地
球
を
砕
さ
う
と
も
、 

お
ま
へ
の
破
壊
は
ま
だ
止
む
ま
い
、 

お
ま
へ
の
創
造
は
ま
だ
止
む
ま
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
ま
へ
の
智
慧
は
ど
こ
か
ら
来く

る
！
」
の
「
来
」
は
底
本
で
は
「
米
」
で
あ
る
が
、

「
来
」
の
異
体
字
に
は
「
米
」
は
な
い
か
ら
、
誤
植
と
断
じ
、
特
異
的
に
訂
し
た
。］ 

  
 

 
 

 
 

二 

 

こ
の
世
に
ひ
と
り
の
嬰
児

あ

か

ご

が
生
れ
た
、 

神
に
祝
福
さ
れ
た
生
命

い

の

ち

で 

声
を
か
ぎ
り
に
泣
き
な
が
ら
。 

 

世
界
に
一
つ
の

霊
た
ま
し
ひ

が
增
え
た
、 

加
へ
ら
れ
た
一
つ
の

霊
た
ま
し
ひ

よ
。 

だ
が
、
そ
の
生
命

い

の

ち

は 

こ
の
人
間
の
世
界
で
は 

た
だ
一
つ
の
数か

ず

に
す
ぎ
な
い
。 

羊
水
の
な
か
か
ら
投
げ
出
さ
れ
た 

そ
の
「
一
つ
」
よ
、
孤
独
な
生
命
よ
。 

血
と
粘
液
に
染
ま
っ
た
花
の
莟
よ
。 

兩
親

ふ
た
お
や

は
貧
し
く
て
、 

ふ
た
り
の
作
っ
た
分
身
に
対
し
て 



た
だ
悲
み
惱
ん
で
ゐ
る
。 

お
ま
へ
の
運
命
の
始
り
が 

歓
び
と
涙
で
充
さ
れ
な
が
ら 

お
ま
へ
の
吸
う
乳
房
の 

そ
の
ゆ
た
か
な
含
ら
み
の
な
か
に 

こ
の
世
界
を
呪
ふ
種
子

た

ね

が
播
か
れ
て
ゐ
る
。 

 

呪
は
れ
た
生
命
よ
、━

━

地
上
の
。
だ
が
、 

お
ま
へ
は
生
き
て
ゆ
く
、 

お
ま
へ
の
眼
と
お
ま
へ
の
手
が 

い
つ
か
自

み
づ
か

ら
を
作
っ
て
ゆ
く
ま
で
。 

そ
の
「
自
ら
」
を
知
る
理
性
と
本
能
が 

ふ
た
た
び
妖
は
し
い
愛
の
華
を
開
か
す
。 

そ
れ
こ
そ
内
に
潜
ん
だ
永
遠
の 

湿
婆

シ

バ

の
焰
の
戯
れ
だ
、
因
果
だ
。 

悲
劇
が
そ
こ
か
ら
生
れ
る━

━
 

幾
代

い
く
だ
い

も
同
じ
人
間
の
悲
劇
が
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
妖
は
し
い
」
以
下
の
「
三
」
の
第
二
連
に
出
る
ル
ビ
に
従
い
、
「
ま
よ
は
し
い
」
と

訓
じ
て
お
く
。］ 

 

だ
が
、
そ
の
戯
れ
は
正
し
い
、 

そ
れ
は
火
の
所
業
だ
、 

わ
れ
ら
心
つ
つ
ま
し
く 

そ
の
火
を
讃た

た

へ
よ
う
。 

湿
婆

シ

バ

よ
、 

お
ま
へ
の
所
業
に
繫

つ
な
が

る
宇
宙
こ
そ 

み
ん
な
戯
れ
だ
、（
大
き
な
）
鱒
の
戯
れ
だ
！ 

  
 

 
 

 
 

三 

 

燦
爛
と
し
た
星
々

ほ
し
ぼ
し

の
光
り
に 

人
問
の
愛
の
と
ど
か
ぬ
と
こ
ろ
で 

宇
宙
は
そ
の
構
図
を
展ひ

ろ

げ
て
い
る
。 

そ
の
下
で
燃
え
つ
づ
け
る 

焰
よ
、
湿
婆

シ

バ

の
祭
壇
よ
。 

吾
ら
与
へ
る
も
の
も
、 



ま
た
亨う

く
る
も
の
も
、 

こ
の
世
界
で
は
ひ
と
し
き
所
有
だ
。 

劃
り
立
つ
岩
々
の
黑
い
影
、 

夜
の
階
黑
を
い
や
深
く
す
る
森
、 

そ
の
森
の
重

か
さ
な

る
中
の
銀
灰
色
の
祠
堂

し

ど

う

よ
、 

こ
の
存
在
の
お
ぼ
ろ
か
な
中
に
も 

ひ
と
し
い
「
影
」
と
し
て
立
つ
吾
ら
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
劃
り
立
つ
」「
く
ぎ
り
た
つ
」
と
訓
じ
て
お
く
。］ 

 

ま
こ
と
に
所
有
は
影
で
し
か
な
い
、 

わ
た
し
た
ち
は
何
を
有も

つ
の
か
！ 

わ
た
し
た
ち
の
こ
の
世
に
も
っ
て
き
た
も
の
は 

火
葬
場
で
焼
か
れ
る
肉
体
、
蛆
蟲
の
餌え

さ

と
な
る
骨
、 

わ
づ
か
な
一
握
の
友
と
埃

ほ
こ
り

だ
け
。 

あ
あ
無
に
ひ
と
し
い
存
在
よ
、 

現
象
は
妖ま

よ

は
し
か
虛
偽

い
つ
わ
り

か
、 

今
日

き

よ

う

在
っ
て
明
日

あ

す

は
消
え
去
る
も
の
、 

輝
か
し
い
色
と
光
り
に
充
さ
れ
な
が
ら
、 

た
だ
「
時
」
の
な
か
に
う
ご
め
く
陽
炎

か
げ
ら
う━

━
 

だ
が
、
そ
の
「
影
」
に
の
み
頼
る
吾
ら
、 

そ
の
影
を
ま
こ
と
美
し
と
お
も
ひ
、 

ま
こ
と
の
所
有
と
信
じ
あ
ひ
つ
つ 

そ
れ
と
抱
き
そ
れ
と
苦
し
む
吾
ら
。 

そ
の
な
か
に
湿
婆
よ
、 

お
ま
へ
だ
け
が
「
時
」
か
ら
「
時
」
へ
と 

無
際
限
の
力
で
生
き
つ
づ
け
る
。 

焼
け
爛た

だ

れ
た
朱
色

し
ゆ
い
ろ

に
輝
く 

㮙
伽
よ
、
生
々
の
立
体
よ
。 

尽
く
る
な
き
神
の
戯
れ
の
激
し
さ
に 

湧
き
立
つ
溶
邇

ヨ

ー

ニ

の
泉
は
水
沫

し

ぶ

き

を
あ
げ
、 

お
ま
へ
の
多
手
は
そ
こ
か
ら 

死
滅
し
て
も
、
死
滅
し
て
も
、 

あ
と
か
ら
、
後
か
ら
生
み
い
だ
す 

創
造
の
秘
密
を
摑
む
。 

あ
あ
、
湿
婆
よ
、
お
ま
へ
だ
け
が
有も

つ
の
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
、
こ
の
「

３５

」
ペ
ー
ジ
は
「
死
滅
し
て
も
、
死
滅
し
て
も
、
」
か
ら
、
以



下
の
「
あ
ら
ゆ
る
「
影
」
を
、
湿
婆
よ
！
」
ま
で
で
あ
る
が
、
印
刷
時
に
こ
の
ペ
ー
ジ
だ
け
が
、
通
常
よ

り
、
三
字
分
下
っ
て
印
刷
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
版
組
み
の
誤
り
で
あ
る
か
ら
、
無
視
し
た
。 

「
溶
邇

ヨ

ー

ニ

」
「
ヨ
ニ
」
と
も
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：y

o
n
i

）
。
女
性
生
殖
器
、
ま
た
、

子
宮
を
指
す
。］ 

  
 

 
 

 
 

四 

 

さ
ら
ば
破
壊
せ
よ
。 

こ
の
誤
っ
た
に
世
界
を
。 

湿
婆
よ
、
そ
の
多
手
を
あ
げ
て 

破
壊
せ
よ
、
錯
誤
の
一
切
を
。 

在
る
も
の
を
、
死
を
、
悪
を
、
偽
り
を
、 

偏
か
た
よ

っ
た
無
益
な
富
を
、
機
構
を
、 

あ
ら
ゆ
る
「
影
」
を
、
湿
婆
よ
！ 

お
お
、
円
満
の
智
慧
、

梵
ブ
ラ
フ
マ

よ
、 

お
ま
へ
の
光
り
は
い
ま
ど
こ
に
あ
る
！ 

手
を
携
え
て
躍
る
毘
湿
奴

バ

イ

シ
ユ

ヌ

よ
、 

お
ま
へ
の
清
明
は
い
ま
ど
こ
に
あ
る
か
！ 

雲
に
蔽
は
れ
た
月
夜

つ

き

よ

、 

遠
く
へ
わ
た
る
空
の
浮
蛾

か
げ
ろ
う

、 

そ
の
微
か
な
羽
搏
き
の
生

い
の
ち

よ
、 

そ
の
ほ
の
明
る
み
よ
。 

哀
れ
な
人
間
の
哀
訴
と
屈
從
と
夢
よ
、 

い
た
づ
ら
な
虛む

な

し
い
も
の
へ
の
憧
れ
よ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「

梵
ブ
ラ
フ
マ

」
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：B

rah
m

an

）
は
、
本
来
は
、
イ
ン
ド
の

バ
ラ
モ
ン
教
思
想
で
説
か
れ
る
宇
宙
の
根
本
原
理
。
も
と
は
『
聖
典
「
ベ
ー
ダ
」
の
言
葉
』
、
及
び
、
『
そ

れ
が
持
つ
呪
力
』
を
意
味
し
た
。
自
己
の
主
体
的
原
理
で
あ
る
「
ア
ー
ト
マ
ン
」
と
対
比
的
に
も
用
い
ら

れ
、
こ
の
場
合
、
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
と
「
ア
ー
ト
マ
ン
」
は
合
一
す
る
（
「
梵
我
一
如
」
）
と
さ
れ
る
。
そ

こ
か
ら
転
じ
て
、
シ
バ
や
ビ
シ
ュ
ヌ
と
と
も
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
最
高
神
。
後
に
、
前
二
者
に
と
っ
て

代
わ
ら
れ
、
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
「
梵
天
」
と
な
っ
た
（
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
拠
っ

た
）。 

「
毘
湿
奴

バ

イ

シ
ユ

ヌ

」
ビ
シ
ュ
ヌ
神
（
同
前
：V

iṣṇ
u

）
。
漢
訳
で
は
「
毘
瑟
笯
」
「
毘
紐
」
な
ど
と
も
表
記
す
る
。
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
に
於
い
て
、
破
壊
の
神
シ
バ
と
並
ぶ
最
も
有
力
な
神
格
で
、
持
続
の
役
を
負
う
。
元
来
は
太

陽
神
で
、「
天
界
を
三
歩
で
歩
く
」
と
言
わ
れ
、
「
愛
の
神
」
と
し
て
、
信
者
に
平
等
に
恩
恵
を
与
え
、
ク

リ
シ
ュ
ナ
・
ブ
ッ
ダ
な
ど
十
種
の
化
身
を
現
じ
て
、
人
類
を
救
済
す
る
と
さ
れ
る
。
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
梵

天
）
・
シ
バ
と
と
も
に
三
神
一
体
を
な
し
、
神
像
で
は
正
面
に
ブ
ラ
フ
マ
ン
、
右
に
ビ
シ
ュ
ヌ
、
左
に
シ



バ
を
配
す
（
同
前
）。
］ 

 

巧
み
な
蜂
の
巣
の
技
術
よ
、
文
明
よ
、 

空
そ
そ
る
巨
石
の
層
楼
、 

地
下
這
ひ
め
ぐ
る
黃
金
蟲
の
鉄
道
、 

一
瞬
に
地
球
を
廻
る
蟋
蟀

ば

つ

た

の
ジ
エ
ツ
ト
機
よ
、 

だ
が
吾
ら
の
幸
福
は
そ
こ
に
は
な
い
の
だ
。 

彩
織
り
な
す
光
り
と
影
よ
。 

去
れ
、
去
れ
、
忌
は
し
い
諸
々

も
ろ
も
ろ

の
影
よ
、 

た
だ
意
味
を
加
へ
よ
、
こ
の
世
界
に
。 

建
て
直
せ
一
切
を
！ 

す
べ
て
の
消
え
去
る
映
像
の
あ
と
に
！ 

こ
の
世
界
を
、
不
動
の
実
在
に
ま
で
！ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
蟋
蟀

ば

つ

た

」
一
般
に
は
、
こ
の
漢
字
は
、
広
義
に
は
、
直
翅
（
バ
ッ
タ
）
目
剣
弁
（
キ

リ
ギ
リ
ス
）
亜
目
コ
オ
ロ
ギ
上
科 G

ry
llo

id
ea

に
属
す
る
コ
オ
ロ
ギ
類
を
指
示
し
、「
し
つ
し
ゆ
（
し
っ
し

ゅ
）
／
こ
ほ
ろ
ぎ
」
と
読
む
。
時
に
「
き
り
ぎ
り
す
」
（
直
翅
（
バ
ッ
タ
）
目
剣
弁
（
キ
リ
ギ
リ
ス
）
亜

目
キ
リ
ギ
リ
ス
下
目
キ
リ
ギ
リ
ス
上
科
キ
リ
ギ
リ
ス
科
キ
リ
ギ
リ
ス
亜
科 G

am
p
so

cleid
in

i 

族
キ
リ
ギ
リ

ス
属 G

a
m

p
so

cleis 

で
、
青
森
県
か
ら
岡
山
県
に
棲
息
す
る
と
す
る
ヒ
ガ
シ
キ
リ
ギ
リ
ス G

a
m

p
so

cleis 

m
ika

d
o
 

及
び
、
近
畿
地
方
か
ら
九
州
地
方
を
棲
息
域
と
す
る
ニ
シ
キ
リ
ギ
リ
ス G

a
m

p
so

cleis b
u

erg
eri 

の

二
種
に
分
け
る
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
）
と
読
む
場
合
も
あ
る
が
、
私
は
支
持
出
来
な
い
。
通
常
、
コ

オ
ロ
ギ
を
「
バ
ッ
タ
」
と
読
む
こ
と
は
、
極
め
て
異
例
で
あ
る
が
、
川
路
は
そ
の
よ
う
に
ル
ビ
を
振
っ
て

い
る
。
古
典
文
学
研
究
で
は
、
「
蟋
蟀
」
は
コ
オ
ロ
ギ
で
あ
る
と
私
は
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
よ
り
詳
し

く
は
、
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
五
十
三 

蟲
部 

蟋
蟀
（
こ
ほ
ろ
ぎ
）
」
、
及
び
、
「
和
漢
三
才
圖
會

卷
第
五
十
三 

蟲
部 

莎
雞
（
き
り
ぎ
り
す
）」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

 

わ
れ
ら
の
所
有
は
誰
の
も
の
か
、 

わ
れ
ら
の
所
有
を
神
に
還
せ
よ
。 

す
べ
て
の
人
間
の
生
き
る 

ま
こ
と
に
生
き
る
力
の
源
に
！ 

 

火
よ
、
淸
淨
に
し
て
虛
無
な
る
、 

虛
無
に
し
で
ま
こ
と
の
実
在
な
る 

火
よ
、
面

お
も
て

を
輝
か
し
て
跳
る
湿
婆

シ

バ

よ
、 

内
在
の
㮙
伽

リ

ン

ガ

よ
、
破
壊
の
手
に
、 

創
造
の
恍
惚
に
、
燃
え
上あ

が

（
あ
が
）
れ
、
焰
よ
、
焰
よ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
一
九
四
七
年
） 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-5de8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-aa02.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-aa02.html


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
湿
婆

シ

バ

」
は
底
本
で
は
、
ル
ビ
が
「
し
げ
」
と
な
っ
て
い
る
。
誤
植
と
断
じ
、
特
異

的
に
訂
し
た
。 

 

以
下
、
川
路
に
よ
る
「
あ
と
が
き
」。］ 

     
 

 
 

 

あ  

と  

が  

き 
 

前
集
「
無
為
の
設
計
」
を
出
し
て
か
ら
早
く
も
十
年
近
い
月
日
が
た
つ
た
。
こ
の
詩
集
は
終
戦
後
に
か

か
れ
た
作
品
の
な
か
か
ら
選
ま
れ
た
二
篇
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
に
か
か
れ
た
も
の
と
、
こ
の
二
篇
と
は
詩

の
性
格
が
異
る
の
で
一
冊
に
ま
と
め
難
い
た
め
、
ま
づ
、
先
き
に
こ
の
二
篇
を
離
し
て
出
す
こ
と
に
し
た
。

私
の
今
の
詩
境
は
む
し
ろ
こ
の
の
ち
の
作
品
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
な
ほ
推
敲
中
な
の
で
他
日
に
発
表

を
待
つ
こ
と
に
す
る
。 

 

こ
の
二
篇
は
概
し
て
言
へ
ば
私
の
作
品
と
し
て
は
浪
漫
的
な
も
の
に
属
す
る
。
「
波
」
は
か
つ
て
戦
後

に
出
た
或
る
小
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
だ
が
数
年
か
か
つ
て
推
敲
し
、
い
く
た
の
行
を
改
删
し
た
。
「
火

の
頌
歌
」
は
全
く
未
発
表
の
作
で
あ
る
が
創
作
後
こ
れ
も
推
敵
改
删
を
経
て
一
年
前
に
完
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
「
波
」
に
現
は
れ
た
内
容
の
一
部
は
す
で
に
「
勝
利
」「
歩
む
人
」
等
に
現
は
れ
て
ゐ
る
生
命
の
神

秘
観
で
あ
り
、
「
火
の
頌
歌
」
は
そ
れ
を
印
度
教
の
思
想
の
中
に
見
出
し
た
生
命
根
元
の
礼
讃
で
あ
る
。

「
波
」
と
「
火
の
頌
歌
」
は
前
集
に
収
め
た
「
雲
の
う
た
」
を
加
へ
て
私
の
三
部
作
の
形
に
な
つ
た
。 

 

昭
和
三
十
一
年
十
二
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

著 

者 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
無
為
の
設
計
」
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
三
月
冨
岳
本
社
刊
の
詩
集
「
無
爲
の

設
計
」。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
、
全
篇
が
視
認
出
来
る
。 

『
「
波
」
は
か
つ
て
戦
後
に
出
た
或
る
小
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
』
調
べ
た
と
こ
ろ
、
竹
井
出
版
発
行
の

雑
誌
『
文
藝
大
學
』（
二
巻
二
号
・
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
二
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
改
删
」
（
か
い
さ
く
）
は
「
改
削
」
に
同
じ
。
語
句
な
ど
を
改
め
た
り
、
除
い
た
り
し
て
、
文
章
を
直

す
こ
と
。 

「
勝
利
」
詩
集
書
名
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
曙
光
詩
社
刊
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
、
原
本
詩
集
が
視
認
出
来
る
。 

「
歩
む
人
」
詩
集
書
名
。
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
大
鐙
閣
刊
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
、
原
本
詩
集
が
視
認
出
来
る
。 

「
雲
の
う
た
」
詩
集
「
無
為
の
設
計
」
巻
頭
に
配
さ
れ
た
詩
。
同
前
で
、
こ
こ
か
ら
。］ 

    

https://dl.ndl.go.jp/pid/1128945/1/1
https://dl.ndl.go.jp/pid/907732
https://dl.ndl.go.jp/pid/907732
https://dl.ndl.go.jp/pid/977808/1/2
https://dl.ndl.go.jp/pid/977808/1/2
https://dl.ndl.go.jp/pid/1128945/1/8


   

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
奥
附
（
カ
ラ
ー
）。
一
行
字
数
を
現
物
と
一
致
さ
せ
た
。］ 

    
 

 

詩
集 

「
波
」 
五
百
部 

限
定
版 • 

著
者 

川
路
柳
虹  • 

 
 

 

昭
和
參
拾
貳
年
貳
月
伍
日  •  

印
刷
發
行  •  

發
行
所    • 

 
 

 

東
京
都
中
野
區
大
和
町
貳
七
四
番
他 • 

西 
 

東 
   

社 
 

 
 

發
賣
東
京
都
千
代
田
區
神
田
神
保
町
壹
之
七
十
字
屋
書
店 

 
 

 

特
製
本 

• 

深
澤
幸
雄  •  
腐
蝕
鋼
駈
原
画
入 • 

頒
價
壹 

 
 

 

千
貳
百
圓  •  

拾
部
限
定  •  
不
許
複
製 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

並
製
頒
價
壹
百
貳
拾
圓 

         

故
藪
野
豊
昭
所
蔵 

川
路
柳
虹
詩
集
「
波
」 

 
 

 

（
初
版
・
限
定
五
百
部
・
並
製
） 

藪
野
直
史
電
子
化
注 

完 

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/namiokuzuke.jpg

